
霜
月
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
福

の
段
、
大
慶
に
存
じ
ま
す
。

今
年
も
あ
と
二
ヶ
月
を
残
す
の
み
と
な
り
、
月
日
の
流
れ
の
速
さ
や
、
徒
に
馬
齢
を
重
ね

遅
々
と
し
て
発
展
・
成
長
せ
ぬ
自
ら
を
改
め
て
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。

と
こ
ろ
で
九
月
の
朝
日
新
聞
虚
偽
報
道
を
受
け
て
、
鹿
児
島
県
議
会
を
始
め
各
地
の
県
や

市
町
村
議
会
で
は
、
国
会
に
対
し
て
日
本
の
名
誉
回
復
を
図
る
決
議
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
日
本
と
云
う
大
き
な
「
山
が
動
く
」
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
笑
）

先
月
五
日
は
、
熊
本
市
の
健
軍
駐
屯
地
で
西
部
方
面
総
監
創
立
記
念
式
典
が
台
風
十
八
号

襲
来
の
中
、
番
匠
西
方
総
監
指
揮
の
下
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
他
用
と
重
複
し
出
席
が
適
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
風
雨
の
中
、
自
衛
隊
通
り
で
は
例
年

の
如
く
粛
々
と
、
パ
レ
ー
ド
が
展
開
さ
れ
た
と
仄
聞
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
同
日
、
長
男
の
勤
務
す
る
木
更
津
駐
屯
地
で
も
毎
年
恒
例
の
航
空
祭
を
実
施
し
た
そ

う
で
す
が
、
や
は
り
台
風
の
影
響
に
よ
る
降
雨
の
為
、
こ
ち
ら
は
Ａ
Ｈ
や
Ｕ
Ｈ
６
０
、
Ｃ
Ｈ

４
７
等
の
ヘ
リ
が
主
役
な
の
で
、
盛
り
上
り
も
イ
マ
イ
チ
だ
っ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
今
月
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
付
の
産
経
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
、
大
変
興
味
深
い

記
事
を
発
見
し
ま
し
た
の
で
以
下
に
転
載
し
ま
す
。
何
卒
ご
一
読
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
本

日
本

日
本

日
本

のの のの
潜

水
艦

技
術

潜
水

艦
技

術
潜

水
艦

技
術

潜
水

艦
技

術
はは はは

「「 「「
王

冠
王

冠
王

冠
王

冠
のの のの

宝
石

宝
石

宝
石

宝
石

」」 」」 、、 、、
下

請
下

請
下

請
下

請
け

に
な

ら
な

い
け

に
な

ら
な

い
け

に
な

ら
な

い
け

に
な

ら
な

い
交

渉
力

交
渉

力
交

渉
力

交
渉

力
もも もも

九
月
十
一
日
、
都
内
で
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議
（
２
プ
ラ
ス

２
）
が
開
か
れ
、
防
衛
装
備
品
の
共
同
開
発
に
関
す
る
政
府
間
協
定
の
締
結
に
向
け
、
協
議

を
加
速
化
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
関
心
は
潜
水
艦
に
あ
る
。

「
日
本
の
潜
水
艦
技
術
は
『
ク
ラ
ウ
ン
ジ
ュ
エ
ル
（
王
冠
の
宝
石
）
』
だ
」
。
防
衛
に
詳
し

い
専
門
家
は
指
摘
す
る
。

ク
ラ
ウ
ン
ジ
ュ
エ
ル
。
企
業
買
収
で
買
収
者
が
狙
う
、
対
象
企
業
の
重
要
な
事
業
や
資
産

を
指
す
。
防
衛
の
世
界
で
も
敵
の
レ
ー
ダ
ー
網
に
見
つ
か
り
に
く
い
米
国
の
ス
テ
ル
ス
技
術

な
ど
、
他
国
に
ま
ね
で
き
な
い
技
術
や
製
品
が
そ
う
呼
ば
れ
る
。

明
治
三
十
七
（
１
９
０
４
）
年
に
日
本
初
の
潜
水
艦
の
建
造
を
始
め
た
川
崎
重
工
業
と
三

菱
重
工
業
。
日
本
が
原
子
力
潜
水
艦
を
保
有
し
な
い
中
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
潜
水
艦
の
性
能
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
水
の
抵
抗
を
減
ら
す
技
術
や
静
粛
性
、
ス
テ
ル
ス
性
能
、
空
気
を

使
わ
ず
発
電
し
、
長
期
間
の
潜
水
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
各
国
の
防
衛
関
係
者
が

一
目
置
く
。

中
国
が
南
シ
ナ
海
な
ど
へ
の
進
出
を
強
め
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
防
衛
力
強
化
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
国
防
相
は
「
非
原
子
力
の
潜
水
艦
で
、
日
本
製
は
大
変
質

が
高
い
」
と
持
ち
上
げ
る
。

共
同
開
発
は
世
界
の
潮
流
だ
。
最
先
端
兵
器
の
開
発
に
は
莫
大
（
ば
く
だ
い
）
な
投
資
や

技
術
が
必
要
に
な
る
一
方
、
歳
出
削
減
は
各
国
共
通
の
テ
ー
マ
だ
か
ら
だ
。
た
だ
、
日
本
は



武
器
輸
出
三
原
則
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
。

米
英
な
ど
が
進
め
る
次
世
代
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
「
Ｆ
３
５
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
日
本
は

開
発
段
階
か
ら
は
参
加
で
き
す
、
生
産
で
三
菱
重
工
や
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
参
画
す
る
。
技
術
の
情
報

開
示
は
限
定
的
と
さ
れ
、
下
請
け
に
な
る
懸
念
も
く
す
ぶ
る
。

新
た
な
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
は
国
内
企
業
の
共
同
開
発
に
道
を
開
く
。
三
菱
重
工
の
宮

永
俊
一
社
長
は
「
共
同
開
発
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
も
技
術
者
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。
共
同
開
発
で
は
日
本
の
先
端
技
術
が
流
出
す
る
懸
念
も
あ
り
、

主
導
権
を
握
る
交
渉
力
も
不
可
欠
だ
。

防
衛
装
備
品
の
売
り
先
が
政
府
し
か
な
い
状
況
で
、
国
内
メ
ー
カ
ー
が
得
意
と
し
て
き
た

の
が
民
生
品
へ
の
転
用
だ
。

三
菱
電
機
は
戦
闘
機
用
で
世
界
初
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ー
ズ
ド
・
ア
レ
イ
・
レ
ー
ダ

ー
」
を
開
発
す
る
な
ど
、
高
性
能
の
レ
ー
ダ
ー
や
無
線
を
得
意
と
す
る
。
そ
こ
で
培
っ
た
技

術
は
自
動
車
の
衝
突
防
止
に
使
わ
れ
る
車
載
用
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
や
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）
に
活
用
す
る
。

富
士
通
の
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
と
い
う
半
導
体
材
料
を
使
っ
た
技
術
は
情
報
を
よ
り
遠
く
に
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ー
ダ
ー
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
の
基
地
局
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
る
。

一
つ
の
技
術
を
防
衛
と
民
生
の
両
市
場
で
活
用
す
る
こ
と
を
「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
（
二

重
利
用
）
と
呼
ぶ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
、
電
子
レ

ン
ジ
な
ど
、
軍
事
技
術
に
由
来
す
る
民
生
品
は
多
く
、
両
者
の
境
界
は
あ
い
ま
い
だ
。

米
ア
イ
ロ
ボ
ッ
ト
は
家
庭
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
「
ル
ン
バ
」
の
ほ
か
、
軍
事
用
ロ
ボ
ッ

ト
も
手
が
け
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
を
強
化
す
る
米
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
大
手
の
グ
ー
グ
ル

は
、
軍
事
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
企
業
を
買
収
し
た
。

富
士
通
の
山
本
正
已
社
長
は
「
肝
心
な
の
は
技
術
力
、
先
進
性
で
リ
ー
ド
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
」
と
話
す
。
日
本
の
教
育
機
関
は
軍
事
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強
い
が
、

欧
米
で
は
産
学
軍
が
連
携
し
て
研
究
開
発
を
行
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
民
間
転
用
を
も

睨
み
乍
ら
、
官
民
が
協
力
し
て
先
端
技
術
の
開
発
を
進
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

了

以
上
の
よ
う
に
今
更
私
如
き
が
申
す
迄
も
な
く
、
古
来
よ
り
文
明
や
科
学
の
発
展
は
戦
争

に
起
因
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
、
改
め
て
こ
の
よ
う
に
列
記
し
ま
す
と
、

普
段

我
々
が
何
気

な
く
利
用
す
る
電
気
や
電
子
製
品
に

含
ま
れ
る
軍
事
技
術
の
多
様
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

特
に
日
本
の
製
造
技
術
や
工
業
生
産
力
は

全
世
界
の
軍

需
産
業
か
ら
見
れ
ば

垂
涎
の
的
で

あ
り
、

我
々
国
民
と
す
れ
ば
日
本
の
総

合
力
を

客
観
的
に

把
握
し
て
、
国
益
を

守
る
た
め
に

そ
れ
ら
の
力
を
如
何
に
活
用
す
る
か
を

真
剣
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎

支
部

長
小

倉
和

彦


